
この広報誌は、共同募金でつくられています。

昨年12月27日（金）、やんぼらクラブを開催し

ました。今回は、「食品ロスって何だろう？」を

テーマに、食品ロスと富山県での取り組みについ

て事前学習した後、ぶどうの木本店（金沢市）へ。

商品企画室の池田氏より、「ぶどうの木」での食

品ロスへの取り組みについて教えていただきまし

た。食品ロスにもいろいろな取り組み方があるこ

とを学びました。

皆さんも、一緒に「食品ロス削減」を目指しま

しょう。
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昨年10月1日から行ってまいりました『赤い羽根共同募金運動』に、多くの皆さまからの温かい

ご支援・ご協力をいただきありがとうございました。

皆さまからお寄せいただきました募金は、地区社会福祉協議会による地域歳末たすけあい運動や

子ども・高齢者・障がい者などを支援するさまざまな福祉活動、災害時支援などに役立てられます。

※ 募金実績には、富山県共同募金会への直接送金分（学校募金8,101円、 

職域募金126,212円、その他27,444円）を含みます。

募 金 種 別 令和元年度募金実績（円）
戸 別 募 金 4,007,014
街 頭 募 金 91,364
学 校 募 金 106,809
職 域 募 金 406,159
個 人 募 金 23,128
その他の募金 37,082
合　計 4,671,556

小矢部市共同募金委員会からのお知らせ

募金総額
４,６７１,５５６円

（昨年実績　4,709,668円）

小矢部市共同募金委員会では、令和3年に実施する市内の福祉事業に

対する共同募金の助成申請事業を募集しています。

共同募金の助成を希望される団体は、下記までお問い合わせください。

東蟹谷地区三世代ふれあい交流事業

赤い羽根共同募金助成申請事業募集のご案内

地域歳末たすけあい運動より

【問合せ】

小矢部市共同募金委員会

（小矢部市社会福祉協議会内）

ＴＥＬ　６７−８６１１

地域において、さまざまな世代が共にふれあい、交流を深めることにより、「助け合い、思いやり」

のある地域づくりを目指してこの事業を開催しました。

みんなで一緒に、押しずしとクリスマスケーキを作り、

楽しくランチタイム。その後は、ゲームやレクリエーション

を通して、交流を深めました。

赤い羽根共同募金の助成のおかげで、子どもと大人が共

に交流することの楽しさを実感し、元気をもらったり充実

感を味わったりすることができました。参加した方々から、

次回の開催を期待する声やまた参加したいという声を聞く

ことができました。ありがとうございました。

申込み締切　４月24日（金）

〜 ありがとうメッセージ 〜

応援します！

・協働で地域の課題解決に取り組む事業

・制度の「はざま」や「すきま」にある課

題への取り組み

・地域の福祉ニーズに対する先駆的な取り

組み　　など
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◎ 対象となる方

　・市内にお住いの方で、病気やケガなどにより一時的に車いすが必要となった方

　（介護保険の認定を受けられた方で、福祉用具レンタルに適用する方は、原則該当しません。）

◎ 利用条件

　・病院への通院や旅行などの外出の際に利用する場合

◎ 貸出期間

　・１週間程度（長期間の貸し出しについては、ご相談ください。）

　※台数に限りがありますので、ご希望に添えない場合もございます。

◇ ご加入いただける方

社会福祉協議会が運営するボランティアセンターに登録されている個人ボランティア、ボ

ランティアグループ・団体（保険加入の際、ボランティア登録・登録更新をお願いします）

◇ 対象となる活動

「自発的な意思により他人や社会に貢献する無償のボランティア活動」のうち、次の①〜

③のいずれかに該当する活動

　　① グループの会則に則り企画、立案された活動

　　② 社会福祉協議会に届け出た活動

　　③ 社会福祉協議会に委嘱された活動

◇ 補償の対象

　（１）ケガの補償

　　・ボランティア活動中の急激かつ偶然な外来の事故によりケガまたは死亡された場合

　　・活動場所と自宅の往復途上の事故（通常の往復経路であること）

　　・ボランティア活動中のボランティア自身の食中毒・特定感染症

　　・ボランティア活動中に熱中症（日射病・熱射病）により身体に障害を被った場合

　（２）賠償責任の補償

・ボランティア活動中の偶然な事故、または活動の結果に起因する偶然な事故により、他

人にケガをさせたり、他人の物を壊したりしたことで、法律上の損害賠償責任を負われ

た場合（対人賠償・対物賠償）

・ボランティア活動に伴って、第三者の財物を壊したり紛失・盗難などの事故により法律

上の損害賠償責任を負われた場合（保管物賠償）

・自由の侵害、または人格権を侵害したことにより法律上の損害賠償責任を負われた場合

（人格権侵害賠償）

◇ 保　険　料

　　基本プラン　350円／1人　・　天災・地震補償プラン　500円／1人

　　※小矢部市在住の方は、市より120円の助成があります

◇ 補 償 期 間

　　令和2年4月1日〜令和3年3月31日

　　※年度途中の加入の場合、

　　　加入申込日の翌日から令和3年3月31日まで

車いすの貸し出しについて

【問合せ・申込み】

　小矢部市社会福祉協議会

　ＴＥＬ　６７−８６１４

ボランティア活動保険のご案内

小矢部市

【問合せ・申込み】

小矢部市社会福祉協議会

小矢部市ボランティアセンター

　　ＴＥＬ　６７−８６１１

小矢部市社会福祉協議会では、無料で車いすの貸し出しを行っています。

（窓口にて受取・返却が必要です。）

あなたもボランティア

始めてみませんか？
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小矢部市ボランティア担当施設職員連絡会　を開催しました

２月10日（月）、市総合保健福祉センターにおいて、小矢部市ボランティア担当施設職員

連絡会を開催しました。『福祉施設とボランティア　お互いに良い関係を目指して』と題し

て、富山県社会福祉協議会　地域福祉・ボランティア振興課　主任　浦山氏よりご講義いた

だきました。

福祉施設やボランティアのそれぞれの立場からみ

る「ボランティア活動の意味」の違いや、ボランティ

アと福祉施設の関係づくりについてお話いただきまし

た。ボランティアを受け入れる際、「１人で抱え込ま

ず、他の職員や他の施設の担当者、ボランティアセン

ターなどを巻き込んで」、「一緒に利用者を見守る仲間

として、ボランティアを大切にしていく」ことが大切

とのことでした。住民を支える福祉施設として、また、

ボランティアなど住民に支えられる福祉施設として、

お互いにより良い関係を築いて行かなければいけない

ことを再確認しました。

１月23日（木）より４回コースで、「介助ボランティア養成講座」を開催しました。この

講座は、障がいがある方が社会参加や余暇活動を通して、地域で自分らしく過ごすことがで

きるよう支援することを目的としたものです。

身体編、知的編、精神編の講義と施設見学・

実習を通じて、『障がい』について正しく理解

しようと、受講者の方は、一生懸命に講師の方々

のお話を聞いていました。

多くの人が『障がい』について正しい知識を

持ち、周囲に理解を促すことで、誰もが生き生

きとした人生を送ることができる社会の実現を

目指したいですね。

令和元年度　介助ボランティア養成講座　を開催しました

１月25日（土）、市総合保健福祉センターにおいて、音訳

ボランティア「ニューカナリヤサークル」と市視覚障害者協

会「あかつきの会」の皆さんによる対面朗読会が開催されま

した。

あかつきの会の皆さんは、点訳や音訳のない書物が多い中、

この対面朗読会を楽しみにしていらっしゃいます。小説や

エッセイなど思い思いの本を「聴く」ことを楽しみました。

この度、小矢部市社会福祉協議会

苦情解決委員会第三者委員が次のと

おり交替されました。

（敬称略）（任期：〜Ｒ2.3.31）

対 面 朗 読 会

新任者 前任者

住永　富士子 吉田　重雄

山谷　秀明 辻田　正雄

苦情解決委員会

第三者委員について
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遊んで学んで脳いきいき!! 脳トレの時間です♪
皆さんの脳の活性化を目指し、「おやべ脳トレクラブ」の皆さんから問題です。

下の箱の中にある「持」の字を数えましょう。（目標時間30秒）問題

〜解答〜　３個

★ やんぼらクラブ会員募集 ★

今回は、聴覚に障がいをお持ちの方々と交流会を行います。

日　　　時　　令和２年３月22日（日）14：00〜16：00

場　　　所　　市総合保健福祉センター　3階　大会議室

内　　　容　　◇ ゲームやクイズで交流

　　　　　　　◇ ティータイムと簡単な手話講座

参　加　費　　無　料

申込み締切　　３月19日（木）

　　　　　　　※お電話にて、お申込みください。

「ヤングボランティアクラブおやべ」略して『やん

ぼらクラブ』に入会しませんか？

『やんぼらクラブ』は、市内の小学４年生〜社会

人までの会員が、「楽しくボランティア活動をしよ

う！！」をモットーに活動しています。

会員登録いただいた方には、案内状を送付します。

自分が「参加したい！」「やってみよう！」と思う活

動を選んで参加することができます。

「何か始めてみたい」と思っている人、「ボランティア

にちょっと興味がある」人は、ぜひ、会員登録をお待

ちしています。

★ やんぼらクラブ『 みんなで話そう、伝えよう！』開催 ★

環境について考えよう！（工場見学）

やんぼらクラブ通信

掘 技 扱 投 択 把

抜 批 換 押 描 掻

拡 持 接 探 抽 披

排 拝 掃 指 持 拾

拭 挨 振 捜 掛 捗

捕 据 持 捨 採 推

集中力は、加齢ととも

に衰えます。すばやく

探すことで、集中力が

鍛えられます。

【問合せ・申込み】

小矢部市ボランティアセンター

ＴＥＬ　６７−８６１１

【問合せ・申込み】

小矢部市ボランティアセンター

ＴＥＬ　６７−８６１１

参加者募集
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主 な 活 動 内 容

こんにちは！南谷地区社会福祉協議会です。

地区社協紹介だより

当地区には、たとえ80代であろうと、90代であろうと、草刈作業をなされる方もおられ

るし、グランドゴルフ大会に参加される方もおられます。

残念ながら時代の流れで、確かに若い世代は減って来てはいますが、なにくそ！まだまだ

若いもんに負けてたまるか、百歳めざして生きていくぞ！との気構えで頑張っている人がた

くさんおられます。

だから当協議会もその仲間に入れて頂いて、共に「たすけあいながら」「ささえあいながら」

の活動を進めてまいります。

● いきいきサロン（地域全体で年１回・集落ごとでは年５回以上開催）
● お盆や歳末での独り暮らし高齢者宅へのふれあい訪問（渓明園との共催）
● 独り暮らし高齢者食事交流会
● 男の料理教室
● 三世代交流会（公民館との共催）

ありがとう　もったいない　おかげさまで　との

思いやりあふれる地域づくりを目指して
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で

き
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
私
の
思
う

福
祉
の
姿
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
誰
も
が
笑
顔
に

な
る
に
は
、
ま
ず
そ
の
人
に
つ
い
て
理
解
し
、

向
き
合
い
、
寄
り
添
う
こ
と
か
ら
始
ま
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
話
し
方
、
介
護

技
術
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
勉
強
し
な
く
て
は
い
け

な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。

将
来
は
利
用
者
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
の

方
や
自
分
の
周
り
に
い
る
方
々
を
笑
顔
に
で
き

る
介
護
職
員
に
な
り
た
い
と
い
う
大
き
な
目
標

を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
そ
の
目
標
に

向
か
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

福祉作文を紹介します

（
令
和
元
年
十
二
月
十
八
日
〜
令
和
二
年
二
月
十
七
日
受
付
分
）

小矢部市立蟹谷小学校４年生５名の

皆さんが、総合的な学習の時間に「ペッ

トボトルキャップを集めよう！」と

テーマを決め、全校児童に呼びかけて

収集した7,164個（15.4㎏）のキャッ

プを寄付してくださいました。汚れて

いないかチェックし、1個ずつきれい

に洗うのが大変だったとのことでした。

ありがとうございました。
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３月といえば卒業式ですね。学生さんだけで

なく、いろいろな形の「卒業」を迎える方も

多いのではないでしょう

か。新しい生活にワクワ

クしている方もいれば、

不安な気持ちを抱える方

もいると思います。

みんなでぜひ応援して

あげましょう！

今回は、「数字」の表現に挑戦しましょう。

◇ ぷち・手話コーナー ◇

期　間  令和２年５月７日（木）〜令和２年11月５日（木）午後７時30分〜午後９時

	 毎週木曜日（7月23日、8月13日はお休みです。）【講義3回、講習22回の計25回　途中参加も可】

 ※講義は必修とし、合計21回以上の出席者に修了証を交付します。

場　所  市総合保健福祉センター　３階

 （小矢部市鷲島15番地　℡ 67−8611）

対　象  ・過去に手話奉仕員養成講習会（入門課程）を修了された方

 ・過去に手話奉仕員養成講習会（基礎課程）を受講された方

 ・手話サークルに加入し長く活動されている方

受講料  テキスト「手話を学ぼう手話で話そう」代　3,300円（テキストをお持ちの方は無料となります。）

申込み  受講を希望される方は、下記までお申込みください。

令和2年度　小矢部市手話奉仕員養成講習会（基礎課程）を開催します！

【申込み・問合せ】

　小矢部市社会福祉協議会

　小矢部市ボランティアセンター

　小矢部市鷲島15　℡ 67−8611

日　時 	 令和２年３月26日（木）午後２時より

会　場 	 市総合保健福祉センター　３階　大会議室

対　象 	 ・いきいきサロン実施団体の方

	 ・新たにサロンの実施を検討されている方

内　容 	 「ふれあいいきいきサロン」助成事業について

	 ・事業説明

	 ・計画申請等手続き方法

	 ・講師依頼方法　など

ふれあいいきいきサロン登録団体合同説明会

令和２年度「ふれあいいきいきサロン」助成事業説明会を開催します。

住み慣れた地域で、元気に過ごそう！

【問合せ】

小矢部市社会福祉協議会

ＴＥＬ　６７−８６１１

手話を言語として日常的に使え、ろう者とろう者以外の者が共生できる社会を目指しましょう。

「手話は言語です。」

待ってます。

8

つ ぶ や き

100
指文字を横から

上に跳ね上げる

ようにします。

1000
指文字で漢数字

の「千」を書くよ

うにします。

10000
開いた手を閉じ

るように合わせ

ます。


